
【第二種郵便物認可】

全
国
で
も
珍
し
い
広
域
型
の

技
術
移
転
機
関

（
Ｔ
Ｌ
Ｏ
）
ト

ッ
プ
を
務
め
る
。
大
学
に
眠
る

技
術
の
民
間
で
の
実
用
化
を
橋

渡
し
す
る
Ｔ
Ｌ
Ｏ
は
、
特
定
の

大
学
が
設
立
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
母
体
は
東
京
（
神
奈
川
、

埼
玉
に
ま
た
が
る
産
業
振
興
組

織
、
首
都
国
産
業
活
性
化
協
会

（
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
会
）
。
横
河
電

機
の
元
技
術
者
は

「
大
学
の
数

は
多
い
が
、
大
規
模
な
理
系
学

部
を
抱
え
る
大
学
が
少
な
い
多

摩
に
う

っ
て
つ
け
の
組
織
」
と

語
る
。

「
タ
マ
テ
ィ
ー
エ
ル
オ
ー
（
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
）
」

（東
京

都
八
王
子
市
）
の
社
長
、
井
深

タマティーエルオー社長 井深  丹 氏

t■

丹

（６９
）
ｏ
二
〇
〇
〇
年
の
組

を
あ
げ
、
同
社
が
九
三
年
に
設

織
発
足
時
に
、
関
東
経
済
産
業

立
し
た
横
河
総
合
研
究
所
の
初

局
の
仲
介
で
就
任
し
た
。
　
　
　
代
社
長
に
就
任
。
七
年
間
務
め

横
河
電
機
で
は
製
紙
会
社
が

た
。

生
産
管
理
に
使
う
紙
の
水
分
計
　
　
「
総
研
と
Ｔ
Ｌ
Ｏ
の
業
務
は

や
、
公
害
対
策
用
の
排
ガ
ス
計

近
い
」
と
説
明
す
る
。
横
河
総

な
ど
計
測
機
器
の
開
発
で
実
績

研
で
は
技
術
の
移
転

・
指
導
、

調
査

・
研
究
の
受
託
、
産
学
連

ろ
い
ろ
な
ハ
イ
テ
ク
機
器
に
組

携
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
手
掛

み
込
む
こ
と
が
で
き
る
性
能
の

け
た
。
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
で

高
い
計
測
制
御
機
器
の
部
材
を

も
自
ら
先
頭
に
立

っ
て
、
大
学

開
発
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

や
企
業
、
自
治
体
な
ど
の
間
を
　
　
「
消
費
者
向
け
の
携
帯
電
話

走
り
回
り
、
先
端
製
品
開
発
に

や
デ
ジ
タ
ル
家
電
が
売
れ
る
ほ

汗
を
流
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
、
そ
の
生
産
に
必
要
な
工
業

最
先
端
の
計
測
器
開
発
ヘ

Ｔ
Ｌ
Ｏ
「多
摩
に
う
っ
て
つ
け
の
組
織
」

一三対徳ぃ青．雑直生また軌

一
六
〇
年
東
大
工
学
部
卒
、
横

一醐類鍛臥難〕妖計特離輸

一
総
合
研
究
所
社
長
。
二
〇
〇

一
〇
年
か
ら
現
職
。

つた経銘卜柳稼翻持離穀釣”篠勝到

伸毎球つ「諺唯冊確筋雑舶譲難轍

嬢巾締却劫範帥瞬禁貯鋤卿勅れ

韓難彬彩坤勧姓様薙続艇徳韓翻

は蜘灘藤樺却雛千殺瞬韓い 用
計
測
器
の
需
要
も
増
す
」
と

に
ら
む
。
計
測
器
の
ヒ

ッ
ト
商

品
を
い
く
つ
も
生
み
出
し
て
き

た
技
術
者
に
は
、
ど
う
し
て
も

血
が
騒
ぐ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
よ

う
だ
。

「
高
性
能
の
計
測
器
を
使

っ

て
管
理
し
た
高
い
品
質
、
効
率

の
生
産
工
程
こ
そ
、
中
国
な
ど

ア
ジ
ア
の
新
興
工
業
国
と
は

一

線
を
画
す
証
し
」
が
持
論
。
日

々
の
仕
事
に

「
も
の
づ
く
リ
ニ

ツ
ポ
ン
復
活
」
の
道
標
も
重
ね

合
わ
せ
る
。

「
関
連
す
る
企
業
が
集
積
し
、

日
本
の
計
測
制
御
機
器
産
業
を

進
歩
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
は
京
都
と
、
我
々
の
多
摩
ぐ

ら
い
」
。
産
学
連
携
も
、
決
し

て
絵
に
描
い
た
餅

（も
ち
）
に

終
わ
ら
せ
な
い
、
と
の
自
負
が

に
じ
む
。
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